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令和5(2023)年6月28日 生涯学習分科会社会教育人材部会 

 

愛知教育大学 事例発表資料（2と 3） 

 

中山 弘之 

 

【2-(1)：対面による交流の重視】 

●令和 4(2022)年度の講習においては、可能な範囲で遠隔を取り入れつつ、可能な限り対面で実施。 ⇒①現時

点ではまだ対面による交流の方が授業内での交流が行いやすい。②授業前、授業の休み時間、フィールドワー

クにおける移動中、フィールドワーク終了後、授業後などの雑談を通して、受講生同士、受講生と講師が交流

を深めることが可能に。 

●ただし、コロナ禍の影響で、これまで実施してきた合宿（2泊3日×2回）を実施することはかなわなかった。 

●また、コロナ禍の影響で、授業後の交流も不十分であった。 

●結果として、講習終了後、修了生によるSNSグループが立ち上がり、さらに修了生による自発的なグループも

立ち上がり、様々に交流が行われている一方で、自治体関係者と講師自身の交流が不十分なものに終わったよ

うに感じている（今回たまたまなのかどうかの分析が必要）。 

 

 

【2-(2)：フィールドワークの重視】 

●通常は、2泊3日の合宿を2回実施し、そこでフィールワークを実施。 

●今回は、第2週で日帰りのフィールドワークを4日間実施。 

●愛知県とその近辺における様々な実践について見学し、説明を聞き、質疑応答を実施。 

●教員が日常的に関わっている実践のうち、注目されるもの（これから社会教育の仕事を深めようとする受講生、

市民の立場で社会教育実践に関わってきた受講生にとって参考になりそうなもの）を中心に。 

 

 

【2-(3)：講師陣の自主性を尊重したゼミ活動】 

●社会教育演習では、各講師が受講生の状況をもとに創意工夫しながら、ゼミ活動を実施。最終的には今後の実

践のあり方について追究した研究論文をまとめる。 

●実践研究のテーマについてのグループワーク、今後の実践上の「夢」について語り合う、講師による講義など。 

●ゼミ単位での受講生同士の関係づくり、講師と受講生の関係づくりにつながる。 

 

 

【2-(4)：講習終了後の試みと動き】 

●これまでも、修了生の自発的なネットワーク、修了生と講師の関係がつくられてきたが、組織的なフォローア

ップの取り組みは行ってこなかった。 

●昨年度の講習で初めて、修了生向けフォローアップ研修を実施（昨年度は2回実施、今年度も2回実施予定）。 

●昨年度の講習では、修了生が組織を立ち上げ、月1回の実践交流会（オンライン）、学習会（オンライン・対面

併用）などを実施。今後の動きが注目される。 

 

 

【3：オンラインと対面を活用した取組について】 

(1)おおむね最初の1週間は、遠隔（リアルタイム）で実施。おおむね第2週は、フィールドワークを実施。おお

むね第3～5週は、対面で実施。  

(2)可能な範囲で遠隔を取り入れつつ、可能な限り対面で実施（先述）。 

(3)その結果について 

・遠方からの参加者にとっては、講習への参加負担が一定軽減された（時間面、費用面）。 

・接続が不安定な状況が受講生、講師ともに生じたため、授業への影響も一定出た。 

・受講生同士、また受講生と講師陣の関係づくりという点では課題が残った。 
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資料1：令和4(2022)年度愛知教育大学社会教育主事講習の内容構成 

生涯学習の意義 講義 6
愛知教育大学　教授
大村　惠

対面講習

生涯学習振興施策の動向 講義 2 文部科学省担当官
オンデマンド

講習

社会教育の歴史 講義 4
名古屋工業大学 教授
上原　直人

オンライン
講習

多文化共生と社会教育 講義 4
愛知教育大学 准教授
二井 紀美子

オンライン
講習

世界の生涯学習 講義 8
名古屋大学　准教授
河野 明日香

オンライン
講習

住民・NPOの活動と社会教育 講義 8
東海大学 准教授
古里　貴士

オンライン
講習

32

教育福祉と社会教育 講義 4
名古屋大学　教授
辻　浩

オンライン
講習

社会教育施設の経営 講義 4
岐阜大学　教授
益川　浩一

オンライン
講習

社会教育の行政と計画 講義 4
名古屋大学　教授
石井　拓児

オンライン
講習

愛知教育大学　教授
風岡　治
愛知教育大学　教授
本多　正人

愛知教育大学　教授
大村　惠
愛知教育大学　准教授
中山　弘之

32

成人・高齢者の学習支援 講義 4
早稲田大学　准教授
久保田　治助

オンライン
講習

地域課題とグループワーク 講義 8
長野県阿智村役場
大石　真紀子

対面講習

青少年の学習支援 講義 4
愛知教育大学　教授
大村　惠

対面講習

愛知教育大学　教授
江島　徹郎

愛知教育大学　教授
野崎　浩成

学習支援者の力量形成 講義 8
愛知教育大学　准教授
中山　弘之

対面講習

32

愛知教育大学　教授
大村　惠

愛知教育大学　准教授
中山　弘之

愛知教育大学  教授
大村　惠

愛知教育大学　准教授
中山　弘之
名古屋工業大学 教授
上原　直人
名古屋大学　　准教授
河野　明日香
岐阜大学　　　教授
益川　浩一

64

計 8 160

担当講師の職・氏名 講習方法

生涯学習概論 2

小　　　計

科目名 単位数 講義内容・テーマ 教育方法 配当時間数

社会教育経営論 2

地域福祉と社会教育の協働 講義 8

対面講習

小　　　計

学外フィールド
ワーク

コミュニティ・スクールと社会教育経営 講義 4 対面講習

豊田市役所　江崎　祟
豊田市社会福祉協議会
　　　　　　大地　裕介
高浜市役所
   加藤　直　神谷　彩
南部まちづくり協議会
　　　　　　神谷　義國
公益社団法人トレイディングケ

ア

　　　　　　新美　純子
NPO法人ｱｽｸﾈｯﾄ
　毛受　芳高  城取　洋
二

8

地域と学校の協働 講義 8

合　　　計

小　　　計

対面講習

小　　　計

社会教育演習 2

社会教育総合演習 演習 32
学外フィールド

ワークほか

社会教育演習

生涯学習支援論 2

ICTを活用した学習支援 講義

演習 32 対面講習
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【備考】 

※１ ７／２５（月）は開講式等を１０：００～１０：４０まで実施するため， 

        「生涯学習の意義」の講習は，１０時５０分から開始します。 

※２ 「地域福祉と社会教育の協働」日程 

     ８／２（火）豊田市若林交流館，高浜市いきいき広場， 

               高浜市多文化共生 コミュニティセンター 

※３ 「社会教育総合演習」日程 

     ８／３（水） 豊田産業文化センターほか 

     ８／４（木） 豊田市足助交流館ほか  

     ８／５（金） 長久手市文化の家，瀬戸市立長根小学校ほか 

 

資料2：令和4(2022)年度愛知教育大学社会教育主事講習の日程表 

午　　　前 午　　　後 夜　　　間 午　　　前 午　　　後 夜　　　間

９：１０～１２：２０ １３：２０～１６：３０ １６：４０～１８：１０ ９：１０～１２：２０ １３：２０～１６：３０ １６：４０～１８：１０

科　目　名
生涯学習の意義
（10：50～12：20）

※１
生涯学習の意義

生涯学習振興施策
の動向

科　目　名
社会教育総合演

習
社会教育総合演

習

講　師　名 大村　惠 大村　惠 文部科学省担当官 講　師　名
大村　惠
中山　弘之

大村　惠
中山　弘之

科　目　名 教育福祉と社会教育 社会教育施設の経営 科　目　名
地域課題と

グループワーク
地域課題と

グループワーク

講　師　名 辻　浩 益川　浩一 講　師　名 大石　真紀子 大石　真紀子

科　目　名 社会教育の歴史
多文化共生と社会

教育
科　目　名 CSと社会教育経営 青少年の学習支援

講　師　名 上原　直人 二井　紀美子 講　師　名
風岡　治
本多　正人

大村　惠

科　目　名
成人・高齢者の
学習支援

社会教育の行政と
計画

科　目　名
ICTを活用した
学習支援

ICTを活用した
学習支援

講　師　名 久保田　治助 石井　拓児 講　師　名
江島　徹郎
野崎　浩成

江島　徹郎
野崎　浩成

科　目　名 世界の生涯学習 世界の生涯学習 科　目　名
学習支援者の
力量形成

学習支援者の
力量形成

講　師　名 河野　明日香 河野　明日香 講　師　名 中山　弘之 中山　弘之

科　目　名
住民・ＮＰＯの活動

と社会教育
住民・ＮＰＯの活動

と社会教育
科　目　名 地域と学校の協働 地域と学校の協働

講　師　名 古里　貴士 古里　貴士 講　師　名
大村　惠
中山　弘之

大村　惠
中山　弘之

科　目　名
地域福祉と社会教
育の協働※２

地域福祉と社会教
育の協働※２

科　目　名 社会教育演習 社会教育演習

講　師　名
江崎　崇（豊田市福
祉総合相談課）ほか

高浜市福祉部地域
福祉グループほか

講　師　名
大村　惠・中山　弘之
上原　直人・河野　明
日香・益川　浩一

大村　惠・中山　弘之
上原　直人・河野　明
日香・益川　浩一

科　目　名
社会教育総合演

習
※３

社会教育総合演
習
※３

科　目　名 社会教育演習 社会教育演習

講　師　名
大村　惠
中山　弘之

大村　惠
中山　弘之 講　師　名

大村　惠・中山　弘之
上原　直人・河野　明
日香・益川　浩一

大村　惠・中山　弘之
上原　直人・河野　明
日香・益川　浩一

科　目　名
社会教育総合演

習
※３

社会教育総合演
習
※３

科　目　名 社会教育演習 社会教育演習

講　師　名
大村　惠
中山　弘之

大村　惠
中山　弘之 講　師　名

大村　惠・中山　弘之
上原　直人・河野　明
日香・益川　浩一

大村　惠・中山　弘之
上原　直人・河野　明
日香・益川　浩一

科　目　名
社会教育総合演

習
※３

社会教育総合演
習
※３

科　目　名 社会教育演習
閉講式

13時～13時30分

講　師　名
大村　惠
中山　弘之

大村　惠
中山　弘之 講　師　名

大村　惠・中山　弘之
上原　直人・河野　明
日香・益川　浩一

月　日 月　日

)８／４ ( 木 ) ８／２４ (

( 金 ) ８／２５ ( 木 )

水

８／５

８／２３

８／２２

８／１９

８／１８

８／１７

８／１０

８／９

８／８

８／３

８／２

８／１

７／２９

７／２８

７／２７

７／２６

７／２５ )月(

)火(

)水(

)火(

)月(

)金(

( )木

)水(

)月(

)火(
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